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平成２５年以降の主な災害（H２６防災白書）
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死亡/行方不明の発生要因
パターン１ パターン２ パターン３ パターン４

家屋倒壊させる
ような氾濫

流速は早いが、
家屋倒壊させる

威力はない

流速は早いが
家屋倒壊させる

威力はない

土砂災害が
発生

倒壊した家屋内
で死亡

屋外で被災。
徒歩/車で

移動中に死亡

  避難支援者が
おらず

自室で死亡。

土砂災害により
死亡

H16年水害 3名 5名 3名 3名

H23年水害 5名

死亡・
行方
不明

外力の状況

被災の状況

パターン３

パターン4

破堤しなかった 何とか避難した
浸水深が
低かった
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National Government decided to systematically sort out 
the framework of evacuation behavior ①

Category 1 Category 2 Category 3 Category 4

Hazard River Flooding
Destroyed Housings

Mud Slide Destroyed
Housings

Cause of Death Drowning Drowning Drowning Buried

Situation

Victims were inside of
the Destroyed

Housings close to the
River

Victims went outside
after Flooding began

and washed out

Victims were too
vulnerable to

evacuate themselves
without assistance

Victims were buried
in a landslide

# of Casualities 3 persons 5 persons 4 persons 3 persons

River Flooding NOT Destroyed Housings

Before flooding After flooding

Live close to River
• Levee might be broken
• Rapid water flow might 

attack your community
• Housings might be 

destroyed
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National Government decided to systematically sort out 
the framework of evacuation behavior ②

Category 1 Category 2 Category 3 Category 4

Hazard River Flooding
Destroyed Housings

Mud Slide Destroyed
Housings

Cause of Death Drowning Drowning Drowning Buried

Situation

Victims were inside of
the Destroyed

Housings close to the
River

Victims went outside
after Flooding began

and washed out

Victims were too
vulnerable to

evacuate themselves
without assistance

Victims were buried
in a landslide

# of Casualities 3 persons 5 persons 4 persons 3 persons

River Flooding NOT Destroyed Housings

Before flooding After flooding

Have a distance to River
• Before flooding, move 

to the safer area and 
safer building

• After flooding begins, 
move up to the higher 
buildings

Vertical Evacuation

Horizontal Evacuation
VS
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National Government decided to systematically sort out 
the framework of evacuation behavior ③

Category 1 Category 2 Category 3 Category 4

Hazard River Flooding
Destroyed Housings

Mud Slide Destroyed
Housings

Cause of Death Drowning Drowning Drowning Buried

Situation

Victims were inside of
the Destroyed

Housings close to the
River

Victims went outside
after Flooding began

and washed out

Victims were too
vulnerable to

evacuate themselves
without assistance

Victims were buried
in a landslide

# of Casualities 3 persons 5 persons 4 persons 3 persons

River Flooding NOT Destroyed Housings

Before flooding

Establish new Warning
“Evacuation Preparation Information”
避難準備情報

-Before disseminate 
“Evacuation recommendation
“Evacuation order”
-If you/your family member
are/is disability person, 

you are expected to prepare earlier in order to 
move to safer place “Evacuation Preparation

Information” 避難準備情報
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National Government decided to systematically sort out 
the framework of evacuation behavior ③

Category 1 Category 2 Category 3 Category 4

Hazard River Flooding
Destroyed Housings

Mud Slide Destroyed
Housings

Cause of Death Drowning Drowning Drowning Buried

Situation

Victims were inside of
the Destroyed

Housings close to the
River

Victims went outside
after Flooding began

and washed out

Victims were too
vulnerable to

evacuate themselves
without assistance

Victims were buried
in a landslide

# of Casualities 3 persons 5 persons 4 persons 3 persons

River Flooding NOT Destroyed Housings

Before flooding After flooding
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本日の話題

• 広島土砂災害にみる住民避難への対応課題

• ハリケーンサンディに学ぶ「タイムライン計画」
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平成26年8月広島土砂災害

広島市提供資料 8



広島県広島市
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対応機関の位置関係
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雨の概況

• 日本海に停滞する前線に向かい、暖かく湿った空
気が流れ込み、広島県では大気の状態が非常に
不安定となっていた

• 8月19日夜から20日明け方に、広島市を中心に猛
烈な雨となった

• 広島区安佐北区三入において、観測史上1位
• 最大 1時間降水量 101.0㎜

• 最大 3時間降水量 217.5㎜

• 最大24時間降水量 257.0㎜

12



13



広島市提供資料 14



八木3丁目（安佐南区）

可部東6丁目（安佐北区）

広島市提供資料を加工 15



復旧状況
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広島土砂災害における対応のクロノロジー（広島市消防局）

広島市提供資料 17



対応カテ別 広島土砂災害における対応

広島市提供資料を加工 18



三入観測所（気象庁）の時間雨量3
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対応カテ分類後の広島土砂災害における

対応と降雨量

広島市提供資料を加工 20



広島市提供資料 21



土砂災害と前兆現象

土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報検討会: 土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報の活用のあり方について, 
国土交通省, 2006 22



分類 分前 0 30 60 120 180 240

小石がパラパラ落ちる 300 100% 100% 100% 100% 80% 80%

河川水位の上昇 156 100% 93% 71% 64% 29% 14%

斜面の湧水、表面流の発生 150 100% 100% 78% 67% 33% 33%

流水の異常な濁り 150 100% 100% 73% 53% 47% 33%

渓流内で転石がぶつかり合う音 130 100% 100% 71% 65% 47% 29%

土臭いにおい 90 100% 100% 67% 33% 33% 33%

土砂流出 90 100% 67% 67% 33% 17% 0%

渓流付近の斜面崩壊 90 100% 100% 100% 0%

水の溢れ（溢水、浸水、冠水） 85 100% 95% 68% 37% 21% 5%

地鳴り 53 100% 57% 29% 14% 7% 7%

水位の激減 45 100% 64% 36% 27% 27% 18%

斜面のはらみだし、亀裂の発生 37 100% 88% 38% 38% 13% 13%

流木、倒木の発生 33 100% 85% 46% 46% 31% 31%

渓流内の火花 15 100% 0%

土砂災害の前兆現象はせいぜい3時間前から

土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報の活用のあり方について （平成18年3月） 国土交通省土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報検討会 http://www.mlit.go.jp/common/001021004.pdf
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調査結果からの考察
１．広島土砂災害は「同時多発災害」であった。マスコミは八木3丁目の現場を中心的に取り上げた．その
ため，広島の土砂災害は「一部だけが肥大化され，全体として矮小化された」ことで、歪んだ姿が報道さ
れ，多くの人に認識されている．しかし、200カ所あまりの土砂災害が同時発生している．この事実をふま
えると、災害対応における「状況認識のむずかしさ」「資源配置のむずかしさ」を課題として考えるべきであ
る．

２．統一指揮系統は不十分であった。実際の対応は安佐北区ならびに，安佐南区が行っていた．2区にま
たがる災害であり，本来であれば広島市の災害担当部局が全体的な指揮を執るべき災害事案であるが，
広島市消防局として積極的に指揮をとることができていなかったと判断できる。また、安佐北区には消防
局の安佐北署，安佐南区には安佐南署があり，一定の専門的なアドバイスをしていた。しかし、災害対応
において、行政が「複数の機関における全体調整」の担い手としては十分機能できていなかった。

３．被害状況の把握が遅れていた。発災から3日目に、把握された行方不明者数が一挙に増加した．この
ことはそれまで被害状況の把握が正確になされていなかったことを示唆している．被害状況の航空写真と
家枠情報をＧ空間上でマッシュアップした「インパクトマップ」の作成を行う仕組みが必要である。

４．行政が避難情報の発令をためらう状況があった。被害が顕在化しはじめ、警察からの進言があったに
もかかわらず、避難勧告の発令が遅れた理由の１つに，広島市が「避難所の開設を避難勧告の発令の
要件」としていることがある．「どこに避難すればいいのか」と住民に尋ねられるからという理由で，避難所
開設と避難勧告発令をセットとする考え方は、未だ全国の自治体に散見される。住民サービスの観点か
ら、避難所を準備してからの避難情報発令について、一定理解はするが「いのちを守る」フェーズにおい
ては、避難情報の発令は、そのために住民が避難をし、たとえ過酷な状況におかれたとしても「避難場所
（空地）」への避難も辞さない覚悟と、住民の自助力・共助力を最大限発動するためにも必要な手続きで
ある。災害対策基本法の改定で，避難所と「仮の生活の場」，避難場所は「命を守る場」と明確に区別した
ものの，この違いが現場の自治体での対応策として明確に反映されていないことが課題である。

5. 土砂災害警戒情報の活用に取り組む必要がある。大雨災害は、地震災害に比べて、雨のふりはじめ
からのリードタイムのある災害としてとらえられてきた。ところが、雨の降り方の極端化が頻発し、リードタ
イムが短くなっている。広島土砂災害においては、雨が激しくなり、被害が顕在化するまでに、2時間から2
時間半しかリードタイムがなかった。
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Metropolitan Transportation AuthorityMetropolitan Transportation AuthorityMetropolitan Transportation AuthorityMetropolitan Transportation AuthorityMetropolitan Transportation AuthorityMetropolitan Transportation Authority

STORM SURGE  – FLOODING  OF THE BBT

The majority of the corrosive, debris-laden seawater flowed from West 
Street through the plaza railing at Morris Street. 

Some water came in through the MBB electrical ducts into the West 
tube exhaust air duct and then through the ceiling air ports onto the 
roadway level 
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先進国の大都市を初めて襲ったニューヨーク都市圏大水害からの教訓
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www.twitter.com/FEMASandy
www.facebook.com/FEMASandy

www.youtube.com/FEMA

FEMA Social Media Channels
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A snapshot of Sandy
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• Oct. 29: 5,800 mentions of “FEMA” 
per hour on Twitter alone

• Oct 29: 10 photos posted per second 
on photo-sharing site Instagram

A snapshot of Sandy
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• Internet usage during Sandy
– From unnamed town directly in storm’s path

A snapshot of Sandy
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Social Media snapshot
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Rumor Control
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WSによるタイムライン
計画の作成

36



災害時対応業務の効率化
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米国式タイムラインとは？米国式タイムラインとは？

ニュージャージ州 ハリケーン用タイムライン事前行動計画ニュージャージ州 ハリケーン用タイムライン事前行動計画

◆タイムラインと
は、防災に関わる
組織が連携し、事
前調整を図り、ハ
リケーンに対する
それぞれの役割
（ESF)や対応行動
を定めたもの。

（主な要素）

■いつ→
上陸時刻±HOUR

■誰が→
機関または組織

■何を→
防災行動

TIME LINE
タイムライン

ACTIVITY
防災行動

機関・組織
E・S・F

上陸120時間前（5日前） 各機関の防災行動レベルを２へ 全機関

96時間前 避難所の計画と準備 州・市町

96時間前 住民避難の計画と準備 州・市町

72時間前(3日前） 州知事による緊急事態宣言 州政府

48時間前（2日前） 防災行動レベルを３へ格上げ 全機関

48時間前 郡と州の避難所準備 州・交通系

36時間前 車による（一方通行）避難の準備

36時間前 州知事 避難勧告 発表 州政府

36時間前 郡と州の避難所開設 州・市町

24時間前 車による（一方通行）避難の開始 州・交通系

24時間前 公共輸送機関の停止 関連機関

12時間前 緊急 高所避難のよびかけ 州・市町

上陸時 （0 hour ） 警察・消防団は、活動停止、避難 警察・消防
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タイムラインの定義
• 災害対応に従事する諸機関の間に、どの機関がど

の活動を担って、いつまでに、何をするかについての
共通理解を文書化したものです

連携した
災害対応

だれが

なにを

いつ
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タイムラインの作成手法

クロノロクロノロ災害対応
クロノロ

対応の
ふりかえり

(AAR)

対応業務の
構造化
(WBS)

主管部局・応
援部局の決定

連携のための
調整

実効性のある
個別計画

(TIMELINE)

災害
対応

災害対応の
記録

災害対応業務
の形式知化

連携のとれた
災害対応業務

の計画

災害対応
の実施

だれが

何を

いつ
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1.3 タイムライン計画とは言い方が新しいだけ！
いいえ、これまでの災害対応のあり方を根本から変えるものです。

• タイムライン計画の利点はどこにありますか
• 現場での無駄な調整を必要とせずに、それぞれの機関がやるべきことを

迅速に行動に移すことができます。

• 最小限の資源投入で、最大限の減災効果を得ることができます。

• なぜそれが可能になるのですか
• 災害時にそれぞれの機関がやるべきことはどのような種類の災害や危

機でも基本的に同じであり、事前準備はどのような種類の危機にも適応
可能だからです。

• 想定される災害対応について現場で必要となるであろう調整を事前に済
ませておき、合意事項を文書化しておくことが可能だからです。

• 合意事項については、事前の訓練を通して、その内容の改善を図ること
が可能だからです。
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タイムラインの作成手法

クロノロクロノロ災害対応
クロノロ

対応の
ふりかえり

(AAR)

対応業務の
構造化
(WBS)

主管部局・応
援部局の決定

連携のための
調整

実効性のある
個別計画

(TIMELINE)

災害
対応

災害対応の
記録

災害対応業務
の形式知化

連携のとれた
災害対応業務

の計画

災害対応
の実施

だれが

何を

いつ

①

②

③

④
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AFTER ACTION REVIEW
作戦終了直後に，素早い業務改善を目的として,
現地で，関係者が行うふりかえり

1)実際に行ったこと，

2)実施すべきであったが出来なかったこと，

3)課題（実施すべきことと，実際に行ったことの
差異）の原因，

4)どのように解決できるか，

1)What did we intend(or plan) to do?，
2)What actually  happened?，
3)What went well, and why?，
4)What can be improved,and how?
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• 「業務」は「指示する側」「指示される側」の階層で構成される。

• 一人で業務を実行する単位を「まとまり作業」とよぶ。

• 「まとまり作業」は「作業」の流れで構成される。

• 作業を階層的に整理することで、業務の全体を体系的に整理する。

作業

まとまり作業

業務

作業
作業

業務を階層化した作業で表現する
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WBS
（Work Breakdown Structure）

業務を階層化し
全体像を把握する
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ガントチャート

それぞれの仕事を実施する時間目安を把握する 46



水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会とは

• 信濃川下流域においては、ここ数年、度重なる
洪水被害を受けており、特に「平成23年７月新潟・
福島豪雨」以降、信濃川下流域の地域防災力を
更に向上していく必要があるとの認識が深まって
きたところです。

• 今般、信濃川下流域の治水に関係する機関が
一堂に会し、信濃川下流域のもつ課題を共有し、
協働して下流域全体の地域防災力を向上させる
治水方策を推進することを目的として設立されまし
た
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大規模水災害に係る防災行動計画（タイムライン）のイメージ

（広域避難と交通サービスに着目）

大規模
浸水

（洪水）

国土交通省 市町村公益事業体 住民・従業員

台風
発生

台風
上陸

台風
通過
消滅

高波

強風

大雨

地す
べり

暴風

高潮

洪水

大雨警報の発表

氾濫

浸水

- 3hr

-36hr

-24hr

-18hr

-12hr

- 9hr

- 6hr

-72hr

0hr

+3wk

+72hr

+12hr

+ 3hr

土砂災害警戒情報の発表

記者会見で特別警報発表の可能性を説明

最終的な危険回避行動

要援護者避難開始 従業員帰宅開始

排水開始

排水一部終了

排水全体終了

運行一部再開

運行全体再開

自宅保全
防災グッズ準備

避難継続／帰宅
警報の継続／解除

台風説明会

災害対応体制構築
災害対策本部設置
連絡体制・通信システム確認
リエゾン・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ広域体制確認・待機
協力機関体制確認

二次災害防止等のための
気象支援資料の提供

安全体制構築
施設浸水防止対策の実施
運行停止手順確認

避難方針発表
広域避難体制確認・調整

避難指示・勧告（高潮）発表

避難所開設

避難者広域誘導
避難遅延者対応準備

被害状況把握・施設点検

被害状況把握・施設等点検の実施
調査・点検結果、被災画像、通行規制状況の公表
排水活動の実施
緊急輸送路（救助、物資輸送等）の確保
緊急輸送船（救助、物資輸送等）の確保
航空機の目的地変更対応（→運行者）
交通サービス運行状況の把握・公表
被災公共施設応急復旧工事指示
被災宅地の危険度判定
応急仮設住宅の供給
大規模土砂災害の緊急調査の実施

河川・海岸・道路巡視／ＣＣＴＶ監視強化

台風
接近

-48hr

-96hr

-120hr 台風予報

台風記者会見

交通サービス運行停止予告

はん濫危険情報の発表

はん濫発生情報（はん濫水の予報）の発表

運行／停止／見通しの公表

運行／停止／見通しの公表

運行状況の公表

運行停止手順の公表

※赤字は、特に対応強化が必要と考えられる項目

広域避難を
早期に開始

暴風になるまでに
垂直避難も完了

施設操作員の危険箇所からの退避

近隣避難体制確認
保全・退避・帰宅終了

運行停止
施設保全・退避開始

浸水しても早期復旧・再開
が可能なように運行停止、

施設の保全・退避

避難指示・勧告継続／一部解除
広域避難は
早期に完了

道路通行規制（強風等による規制）
避難指示・勧告（洪水）発表

避難完了

避難（屋内安全確保）開始

施設保全・退避終了
事態逼迫状況の伝達（→市町村長）

広域避難完了

運行停止の可能性
を早めに周知

広域避難の可能性
を早めに周知

災害対応体制発動
災害対応職員の参集
リエゾン派遣（→市町村）・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ出動
工事箇所における危険回避措置の実施
資機材調達（→災害協力建設業者）
施設（ダム・水門・排水機場等）の操作確認
ダム事前放流指示・確認 水防体制発動

広域避難開始 生産手段保全・退避開始

早期の段階から

災害対応体制を構築し、
要員・資機材を配備

広域避難に要するリードタイム

救助・物資輸送を
早期に展開

排水活動によって
早期の運行再開

これは、イメージ図であり、
時間軸の設定、対応の実施等に
あたっては、今後の検討、
関係者間の協議・調整が必要

広域避難者受入対応

避難所運営

支援要請

（先行降雨が
あると想定）

指定河川洪水予報の発表

大雨､暴風､高潮､波浪特別警報の発表

交通サービス安全体制構築指示・確認
緊急避難路（一方通行等）の指定・発動
交通サービス事業者事前対応計画の発動確認
船舶への避難に関する勧告等
入港の制限、停泊中船舶の移動命令等の規制
船舶等に対する警報等の伝達・周知

救助・救急活動 通信確保
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ派遣（排水活動・道路啓開）
JMA-MOT派遣（気象機動調査の実施）

事前の協定に基
づいて緊急避難
路・運行停止を

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

対応状況の公表・
記者会見

はん濫発生情報の発表
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